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3 次元マッピングシステムを使用して両側肺静脈隔離を施行した 59例の 5335 か所の焼灼ポイント
において、ギャップもしくは DCの有無により CFパラメータ、焼灼時間、焼灼出力、FTI の違いを検
討した。さらに想定されるアブレーションライン上の心房壁厚を CT で測定し、FTI/Wall thickness
を算出した。ギャップもしくは DCを認めたポイントでは、CF、焼灼時間、FTI、FTI/wall thickness
が有意に低値であった。これらのパラメータを用いて ROC曲線を作成したところ、FTI/Wall Thickness
の AUC が 0.9242 と最も高値であった。ギャップ形成に関する感度と特異度は、FTI/Wall thickness 
76.4gs/mmで最も良好で、さらに 101.1gs/mmでは感度 97.0%、特異度 69.6%であった。平均 90ポイン
ト程度の焼灼を必要とする肺静脈隔離術においては、心房壁厚 1mm当たり約 100gs程度を目安に焼灼
することが望ましいと述べている。 
 肺静脈隔離のアブレーション対象となる部位の心筋壁厚は、部位により大きく異なる。しかし、従
来の報告ではどの部位も均一な FTIの目標値が報告されており、過剰な焼灼による合併症のリスクや
不十分な焼灼による再発のリスクが潜在すると考えられる。本研究では、FTI/Wall thicknessという
新しい指標を導入することで、壁厚に応じた至適 FTI値を明らかにしており、心房細動に対するカテ
ーテルアブレーションの安全性と有効性の向上に寄与することが期待される。以上の観点から本研究
は学位に値すると考える。 
